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ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ工法（ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ） 施工ﾏﾆｭｱﾙ 

[鍔無ﾓｼﾞｭｰﾙ用太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ] 

■適用範囲 

・適用屋根下地 

野地板種類 構造用合板・ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板・針葉樹合板 厚 9㎜以上 

下葺材（推奨） ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940 品以上 

・適用屋根勾配 ： 3.0 寸～10.0 寸勾配  

・適用建物高さ ： 15ｍ以下      ・基準風速 ： 38m/s 以下 

・塩害地域   ： 直接塩しぶきのかからない地域 

・積雪地域   ： 一般地域（20N/㎝･㎡）：4点支持=30 ㎝以下 6 点支持=45 ㎝以下 

多雪地域（30N/㎝･㎡）：設置不可 

■ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ工法(ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ)の概要 

・ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ工法(ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ)は、ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ屋根に、太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙをｶﾞｼｯﾄｱｰﾑを用いて 4 点で支持する

据置ﾀｲﾌﾟの設置工法です。 

・ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの取付け位置は、割付け図面に従いますが、縦方向は、太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの縦寸法とｽﾍﾟｰｽ

寸法 25 ㎜に対し、瓦の働き寸法は 182mm により、ｶﾗｰﾍﾞｽﾄの 4 段または 5段（5段または 6段） 

置きに設置します。横方向は、太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの横寸法に対し、両端から各 250（～450）㎜の 

位置を固定し、1 ｾｯﾄとして順次施工します。（4 点支持の場合） 

・ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑは、ｶﾗｰﾍﾞｽﾄに下穴（φ6.5 ㎜）を開け、下穴に合せてｶﾞｼｯﾄｱｰﾑを設置し、同梱の付属 

ｽﾃﾝﾚｽ固定ﾋﾞｽ 3 本にて野地板に取付けます。防水処理は、ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ下面に設けている EPDM ｼｰﾗｰ 

厚 10 ㎜とﾋﾞｽ位置に埋め込んだﾌﾞﾁﾙｺﾞﾑ（各約 0.5ｇ）、固定ﾋﾞｽに設けたﾜﾝ座付き EPDM ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ

（厚 4.0 ㎜）により、固定ﾋﾞｽを野地板に取付けることにより止水できる様にしています。 

・太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの取付けは、太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙをｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ上の所定の位置に設置し、押え金具をｽﾗｲ

ﾄﾞしてﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄをで締め付け固定します。 

＜標準作業手順＞ 

墨出し（割付作業）[Ａ] 

ｶﾗｰﾍﾞｽﾄの下穴加工[Ｂ] 

ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの施工[Ｃ] 

屋根上ｹｰﾌﾞﾙの配線[Ｄ] 

太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの施工[Ｅ] 

ｱｰｽ線・ｹｰﾌﾞﾙの接続[Ｆ] 

施工後の点検 [Ｇ] 
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■部材一覧 

部材名 仕様 寸法・数量 形状 

ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ 

（中間・短部用） 

本体：ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（ﾌﾞﾗｯｸ） 

金具：SUS304 及びｱﾙﾐﾆｳﾑ 

裏面 EPDM ｼｰﾗｰ 10mm 付 

ﾋﾞｽ穴ﾌﾞﾁﾙ挿入 

本体：Ｈ25×ｗ50×L300mm 

 

ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ固定ﾋﾞｽ 

ｽﾃﾝﾚｽﾜﾝ座付防水ﾋﾞｽ 

（SUS410SG 処理品） 

〔ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑに同梱〕 

φ4.6×45mm 

（3 本止め） 

 

 

ﾚﾍﾞﾗｰ 

 

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（ﾌﾞﾗｯｸ） 

〔ｵﾌﾟｼｮﾝ品〕 

 

ｗ50×L60×t2mm 

 

 

ｹﾞｰｼﾞﾌﾟﾚｰﾄ 

 

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（ﾌﾞﾗｯｸ） 
〔ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑに同梱〕 

 

Ｈ25×ｗ50×L212mm 

 
 

 

■主な施工工具・器具 

荷揚げ機 水糸 ｽｹｰﾙ（ﾒｼﾞｬｰ） 

梯子 墨つぼ 集塵機 

6.5 ㎜ｺﾝｸﾘｰﾄﾄﾞﾘﾙ ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾘﾙ ＋ﾋﾞｯﾄ 

直流電圧測定器(ﾃｽﾀｰ)※1 M6 ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ固定用ｿｹｯﾄ(10) ※予備：変成ｼﾘｺﾝ 

ｲﾝｼｭﾛｯｸ   

※1交流電圧及び直流電圧 350V が測定可能なもの。耐電圧 450V 以上を推奨 
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■施工方法 

墨出し[Ａ] 

●割付け図面に従い、太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ設置位置の全ての外郭線の

墨出しをして下さい。 

※外観性を確保するために、屋根面の芯と太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの芯を

合わせて下さい。 

※外郭線をもとにｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの設置位置をﾏｰｷﾝｸﾞしますので、外郭

線の墨は太く見やすい墨を使用して下さい。 

※軒先 1 段目の太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの下端は、ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ本体の重なり

部分より 20 ㎜棟側の位置に必ず合せて下さい。 

※軒先 1 段目には、ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑを取り付けないでください。 

●太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの外郭線墨をもとに、ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの設置位置をﾏｰ

ｷﾝｸﾞして下さい。ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑは太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ外郭線の横ﾗｲﾝが

あるｶﾗｰﾍﾞｽﾄ上に設置します。位置は太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの両端部

から 350mm の位置を基本とします。 

※ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの設置位置付近にｶﾗｰﾍﾞｽﾄの目地がある場合、割れ防

止のため、目地とﾋﾞｽ固定位置を 50mm 以上離す必要があり、ﾏｰ

ｷﾝｸﾞ位置をずらし、端部から 250～450mm の間で設定して下さ

い。 

※ｶﾗｰﾍﾞｽﾄの先から 60 ㎜、上側から 5 ㎜の間にﾋﾞｽ穴がこないよ

うにﾏｰｷﾝｸﾞを行って下さい。 
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墨出し例 

①芯墨 

②軒先ﾊﾟﾈﾙ墨 

③太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ外郭線 

④支持点線 
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ｶﾗｰﾍﾞｽﾄの下穴加工[Ｂ] 

●ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの設置位置のｶﾗｰﾍﾞｽﾄにφ6.5mm のｺﾝｸﾘｰﾄﾄﾞﾘﾙを用い、下

穴を 3ヶ所開けます。 

※下穴を開けるとき、ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ下の下葺き材(ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ)に穴を開けな

い様に注意して防止策をとって穴開けを行って下さい。 

※穴開口位置を誤った場合、ｼｰﾘﾝｸﾞ材を充分に充填し、穴を塞いで

下さい。 

●ｶﾗｰﾍﾞｽﾄの穴開けにより生じるｺﾝｸﾘｰﾄ粉は、掃除機等できっちり

取り除いて下さい。 

※ｺﾝｸﾘｰﾄ粉が多く残った状態で、ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑを取付けた場合、ﾋﾞｽ位

置に埋め込んだﾌﾞﾁﾙｺﾞﾑで止水をうまくできない場合があります

ので、ｺﾝｸﾘｰﾄ粉の掃除はきっちり行って下さい。 

 

 

 

 

 

ｹﾞｰｼﾞﾌﾟﾚｰﾄの使用方法[Ａ] 

●ｹﾞｰｼﾞﾌﾟﾚｰﾄの端部をｶﾗｰﾍﾞｽﾄの横目地に合せます。この時に、ｹﾞｰｼﾞﾌﾟﾚｰﾄの上から連続して 3点をﾏｰｷﾝ

ｸﾞします。これにより、昇り方向の穴空け不可範囲を避けることができます。ｹﾞｰｼﾞﾌﾟﾚｰﾄの上下はありま

せんので、太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの外郭線の位置により使い分けてください。  

※ｹﾞｰｼﾞﾌﾟﾚｰﾄはｶﾗｰﾍﾞｽﾄの働き寸法が 182 ㎜のもののみ有効です。 

●参照図 
  

ｺﾝｸﾘｰﾄ粉の掃除 
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ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの施工[Ｃ] 

●ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑは、ｶﾗｰﾍﾞｽﾄの下穴加工を行った位置に合わせ、同梱の

付属固定ﾋﾞｽ 3 本にて野地板に取付けます。 

※ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの固定ﾋﾞｽの締め付けは、片締めや急激な締め付けはせ

ずに、断続的に、付属固定ﾋﾞｽのﾜﾝ座がｱﾙﾐ受け部材に触れるかど

うかの状態に抑えて下さい。 

※ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの防水処理は、ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ下面に設けている EPDM ｼｰﾗｰ厚

10mm とﾋﾞｽ位置に埋め込んだﾌﾞﾁﾙｺﾞﾑ(各約 0.5ｇ)、固定ﾋﾞｽに設

けたﾜﾝ座付き EPDM ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(厚 4mm)により、固定ﾋﾞｽを野地板に

取付けることにより止水できる様にしています。破損等の無い様

に注意し取付け下さい。 

●ﾋﾞｽの固定箇所は、割付け図面に従い、外観性、施工性を考慮し、

(Ａ)、(Ｂ)、の位置とし固定します。 

 

（Ａ）：下から 3ヶ所 

 

（Ｂ）：上から 3ヶ所 

 

ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ（端部用・中間用）の使用位置 

●ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑには端部用と中間用があります。 

 端部用：軒先一段目・棟側 1 段目（最終段） 

 中間用：端部用以外の箇所 

 矩形配置、千鳥配置の場合の使用例を下図に表します。 

金具使用例 

矩形配置の場合 千鳥配置の場合 

 

赤：端部用 

青：中間用 

赤：端部用 

青：中間用 
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※ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの施工の注意 

●ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの水抜き穴を塞いでしまう可能性がある為、 

ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑは３枚のｶﾗｰﾍﾞｽﾄに必ずまたがるように、 

施工してください。 

（ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ横目地からｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ先が 15 ㎜以上離れていること。）

 

 

 

 

 

 

 

 

屋根上ｹｰﾌﾞﾙの配線[Ｄ] 

●図面に従い、屋根上のｹｰﾌﾞﾙ配線を行って下さい。 

●ｹｰﾌﾞﾙ線がたるまない様に、ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの両ｻｲﾄﾞに開いている穴を利用し、ｲﾝｼｭﾛｯｸを用いて結束し

て下さい。 

 
 

屋根上への配線 

 

ｲﾝｼｭﾛｯｸにて結束 

 

軒先ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの押え金具ﾎﾞﾙﾄのｽﾗｲﾄﾞ・位置決め[Ｅ] 

●軒先両端のｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの押え金具ﾎﾞﾙﾄを所定の位置にｽﾗｲﾄﾞし、 

仮止めﾎﾞﾙﾄを用い固定して下さい。 

締め付けはＭ6用ｿｹｯﾄ(10)を使用して下さい。 

※締め付けﾄﾙｸ：8N･ｍ±1N･ｍ  

●軒先両端のｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの押え金具ﾎﾞﾙﾄ位置決定後、水糸を使用し 

糸張りを行って下さい。この時、太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの縦の外郭線と

ｶﾈ(直角)が出ていることを確認して下さい。 

●水糸に合わせて、中間部のｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの押え金具ﾎﾞﾙﾄをｽﾗｲﾄﾞ 

させ、仮止めﾎﾞﾙﾄを用い固定して下さい。  

 

 

1
5
㎜

以
上

 

水抜き穴が塞がっている。
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●ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑには仮止めﾎﾞﾙﾄと本締めﾎﾞﾙﾄがあり、太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙを設置する前に必ず軒先側の金具

の位置決めを行い、仮止めﾎﾞﾙﾄを固定して下さい。 

●太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙを設置（置いた）後、上段の金具をｽﾗｲﾄﾞし同様に仮止めﾎﾞﾙﾄを固定して下さい。 

 その後、軒先側の本締めﾎﾞﾙﾄを固定して下さい。 

※締め付けﾄﾙｸ：8N･ｍ±1N･ｍ 

 

太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの施工[Ｅ] 

●太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙは 1 段目(軒先側)の端から順に取付けて下さい。

●太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの下枠を 1段目のｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの上面をすべら 

せて、押え金具に合わせて所定の位置に設置し、上枠を 

2 段目のｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ上面に載せ 4点/6 点で支えます。 

2 段目のｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの押え金具ﾎﾞﾙﾄをｽﾗｲﾄﾞさせ、太陽電池 

ﾓｼﾞｭｰﾙ枠に当たる位置にｾｯﾄし、仮止めﾎﾞﾙﾄを用い固定します。

●同様の作業を繰返し、1 段目の太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙを取付けて下さい。

●結線の接続は、太陽電池ﾒｰｶｰの施工ﾏﾆｭｱﾙを順守し、結線は 

たるみが無いように、ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの側面に設けている穴を利用して

ｲﾝｼｭﾛｯｸで結束して下さい。 

※検電は太陽電池ﾒｰｶｰの施工ﾏﾆｭｱﾙに従い、1系列ごとに直流電圧測

定器を用い行って下さい。 

 

 

 

 

上の PV 支持金具の 

ﾎﾞﾙﾄをｽﾗｲﾄﾞ 
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2 段目以降の太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの施工[Ｅ] 

●1 段目と同様の方法で、2段目以降の太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙを取付けて

下さい。 

●2段目の太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ設置ごとに、ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの押え金具の 

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄを締め付けて下さい。締め付けはＭ6 用ｿｹｯﾄ(10)を使用し

て下さい。 

※太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ上は極力歩かないで下さい。やむを得ず歩く必要

がある場合は、ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ上を歩く様にし、極度の荷重をかけない

で下さい。 

 

 

太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの不陸調整方法[Ｅ] 

●太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙを仮置きした段階で、不陸が確認された 

場合、ﾚﾍﾞﾗｰを使用して不陸を調整して下さい。 

●ﾚﾍﾞﾗｰは、ｱｰｽﾌﾟﾚｰﾄの下に入れて下さい。 

［最大 5 枚(10 ㎜)まで調整可能です。］ 

 

 

 
 

ｱｰｽ線の施工[Ｆ] 

●太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙの各縦目地部両ｻｲﾄﾞのｶﾞｼｯﾄｱｰﾑ同士をｱｰｽ線で 

つなぐため、金具に設けられている穴を利用し、ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽに

て取付け接続して下さい。 

●設置用ｱｰｽを取付け、太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙと接続して下さい。  

 

施工後の点検[Ｇ] 

●太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙや瓦の割れ等が無いか確認して下さい。 

●ｶﾞｼｯﾄｱｰﾑの押え金具の閉め忘れが無いかを再確認して下さい。

●屋内にて直流電圧測定器を使用し検電を行って下さい。 

●屋根面の清掃を行って下さい。  

ｱｰｽﾌﾟﾚｰﾄ下に差し込む。

5枚(10 ㎜)まで。


